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研究成果の概要（和文）：本研究は、11世紀から13世紀頃の内裏・院御所・公家住宅を、宮廷女房日記を史料
に、行事時の使い方を検討するもので、女性の空間を演出する打出（女房装束を几帳に架け、几帳帷子を中央
に、2具の袖口と褄を御簾の下から出だす）の解明を目指した。打出は、女性の御所を示す演出で、女院や后に
侍る女房が出だす、儀式の途中で女院の座を創るために出だす例がある。儀式空間に設置される例では、寝殿の
東あるいは西の二～三ヶ間、北面の東あるいは西の渡殿や二棟廊に向けて置き、儀式会場や上位の方角を示し
た。打出の消失は、室町時代頃からみられ、歌合等の男女が共有する行事がなくなり、儀礼空間に女房の存在が
失われたためと考えられる。

研究成果の概要（英文）：This study examines the diary of a court wife in order to explore uchide 
performances in women’s spaces within the inner (emperor’s) and exterior (retired emperor’s) 
imperial palaces and the homes of nobility from the 11th to the 13th centuries. Through this, the 
study analyzes the use of uchide performances at ceremonial events.“Uchide performances” refers to
 a practice in court circles whereby female palace attire was ceremonially positioned behind the 
screen (partitioning women’s quarters from their surroundings), and, with the kimono arranged 
behind the screen in the center, the cuffs and hems of women’s garments were displayed protruding 
underneath the screen]. Such performances portray the feminine side of imperial palaces and there 
are examples of court ladies waiting upon ranking imperial women, making a place for imperial 
princesses, etc. in ceremonies. 
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１．研究開始当初の背景 

  古代寝殿造は、貴族社会の儀式空間として、

あるいは、妻問婚等の家族形態により、その

特質や変容過程が明らかにされてきた。近年

の建築史研究においては、貴族が記した古記

録を基にした儀式空間の解明に重点が置か

れてきた。いっぽう、『源氏物語』などの王

朝文化の舞台となった后や内親王、女房の生

活空間に関する研究は少ない。本研究はこれ

まで建築史研究の史料として、正面から扱わ

れてこなかった中世における宮廷女房日記

を基礎に、男性貴族が参入できなかった御簾

内の后・内親王と女房が生活した空間の実像

を究明することを目指した。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、11 世紀から 13 世紀頃における

内裏・院御所・公家住宅を、宮廷女房日記を

基礎史料に、古記録・指図・絵巻を照合し、

行事の空間及び居住空間における使い方を

検討することを目的とする。具体的には、寝

殿造空間における女性の空間を演出する打

出の実態の解明を目指した。 

 

３．研究の方法 
 打出とは、女房装束を几帳に架け、几帳帷子

を中央に、2 具の袖口と褄を御簾の下から出す

装束である。本研究では、宮廷女房日記を中心

に、物語・古記録から打出が設置された場所や

性格を検討した。 

 前年度までの研究課題（平成 25 年～26 年度

研究活動スタート支援 24860064）において、平

安時代の歌合の際に、女房歌人は御簾から和歌

を歌絵に意匠化した装束を出し、自らの座を御

簾の外の公卿・殿上人・楽人等に示すことがあ

った。そこで、行事時の女性の座所の実態を検

討するため、打出に着目した。本研究の手順と

成果を以下にまとめる。 

(1) 平安時代後期から南北朝時代頃の女房が

記した日記を通読し、建築・生活・調度の記

述を抽出した（『紫式部日記』『讃岐典侍日

記』『たまきはる』 『弁内侍日記』『とは

ずがたり』『竹向きが記』）。 

(2) 宮廷文化を主題とした、中・近世におけ

る絵巻について、実見調査をした。国内では、

「駒競行幸絵巻」（和泉市久保総美術館蔵）、

「補定駒競行幸絵巻」（東京国立博物館所蔵）、

「朝儀図屏風」（茶道資料館蔵・徳川美術館

蔵）、源氏物語絵等（根津美術館蔵、茶道資

料館蔵、徳川美術館蔵、国文学研究資料館等）

の調査を推進した。海外では、北米を中心に、

ミネアポリス美術館、インディアナポリス美

術館、クリーブランド美術館、フリアギャラ

リー、ハーバード大学美術館、メトロポリタ

ン美術館等において、物語絵・行事絵巻の調

査を実施した。 

(3) 平安時代中期から鎌倉時代頃の物語文学

において、「打出」や「居なみたる」「おし

こりて」等の女房の空間の記述を抽出した。

ジャパンナレッジのデーターベースを活用

するとともに、新古典文学大系を通読した。 

(4) 平安時代後期から鎌倉時代頃の古記録に

おいて、「打出」の記述を抽出した。東京大

学史料編纂所等のデーターベースを活用す

るとともに、大日本古記録、史料大成等を精

読した。古記録に示された打出は、11 世紀後

半から 12世紀前半の『中右記』（藤原宗忠）

から用例が増加する。さらに、『長秋記』『兵

範記』『公衡公記』『花園天皇宸記』等の古

記録所収の指図から打出の場所を特定した。 

(5) 「女房装束打出押出之事」（宮内庁書陵

部蔵、鷹司家伝来）「女房装束打出並車衣之

事」（東北大学狩野文庫蔵）等の打出に関す

る有職故実書を調査・翻刻し、研究の史料と

した。 

 

４．研究成果  

 打出の実態を、女房日記、古記録・指図、

絵巻、近世の有職故実書等から検討した結果、

以下の点が明らかとなった。 



(1) 打出の用法 

 打出は、寝殿造における行事において、御

簾の内から女性の装束を出し、室内に女性が

座っているかのように見せる演出である。 

 打出の用法を、史料の検討から、以下の点

を抽出した。  

①妻戸に設置する（使者のための明示など）、

②儀礼の空間を装飾する（女性が着座する事

例、着座しない事例がある） 

③日常的な生活や遊興の場で、女性の座を示

す。絵巻等では、外部の簀子や庭に向かって

装飾された打出が表現されることが多いが、

母屋に置かれ、廂に向かって出される事例も

ある。 

(2) 打出の内部空間 

 打出は、御簾の内側に几帳を立て、柱間 1

間に二人ずつの女房が向かい合わせとなっ

て座っていることが多い。『たまきはる』や

『とはずがたり』には、打出の前に着座し、

庭で催されている雅楽が見えなかったこと、

女院の賀宴には、縁のある女性が打出役とし

て参加したことなどが記される。打出の女房

は、廂におしかたまって居並んでいる。その

中を、天皇や藤原氏の男性貴族が参入するこ

とがあった。  

(3) 打出の意匠 

 複数の女主人が行事に参加した場合には、

女主人に仕える女房が競い合うかのように、

打出を演出した。例えば、『兵範記』仁平 2

年（1152）3 月 7 日条鳥羽天皇五十算賀にお

ける女房達の打出は、四色に限定しながらも、

一人ひとりがすこしずつ色彩が異なるなど

の院政期の趣向がみられる。女院・斎院・姫

宮に仕える女房達が競い合うかのように打

出をした。出産儀礼の際には白で統一された。 

(4) 打出の場所 

 12 世紀から 14 世紀における古記録所収

の指図に示された打出を検討した。儀式空間

に設置される例では、寝殿の東あるいは西の

2～3ヶ間、北面の東あるいは西の渡殿や二棟

廊に向けて置く事例が確認できる。東礼か西

礼かで、打出の場所が逆転しているため、打

出は、各寝殿造邸宅における儀式の上位の方

向を示す役割が窺われる。 

(5) 女性座としての意味 

 打出は、12世紀頃からの儀式の際に、内部

に女性が座らなくなる。しかし、依然として、

女性の座の意味を有していた。親王誕生の五

十日においては、母后の座を示す際に打出が

出され、天皇座の際に引き入れている（『山

槐記』『公衡公記』）。 

 (6) 打出の終焉 

 打出は、管見の限りでは、足利将軍義持・

義教・義政の拝賀まで継承されている。   

打出の消失要因には、①跳ね上げの格子が、

引き違いの建具となること、②しつらいの固

定化・建築化、③歌合などの男女が共に共有

する行事が失われ、私的な儀礼空間に女房の

存在が示されなくなることがあげられる。 

 今後は、12 世紀から 16 世紀頃の古記録を通

観することで、打出を女性の座とする意味がい

かに継承され、あるいは変容したのかを明確に

する。 

 さらに、宮廷女房日記を基礎に、中世にお

ける各天皇・院、后・女院の邸宅の中での儀

式と生活に着目することで、寝殿造空間の変

容の実態を明らかにしていきたい。 
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